
（日本森林学会市民公開シンポジウム）

木質バイオーマス利用の

エネルギー利用、ＣＬＴ、セルロースナノファイバーなど木材製品の高度

化と利用による国産材の新たな需要の開拓は、不振にあえぐ日本林業
の再生に資するものと期待されています。その現状と課題について市民

の皆様に理解を深めていただくため、各分野のエキスパートに話題を提

供していただき、ともに考えることを目的として、シンポジウムを開催します。

３月２６ｉｌ＠
１３：３０～１６：３０

かごしま県民交流センター

県 民 ホ ー ル
〒Ｓ３Ｓ）２-０８１６鹿児島県鹿児島市山下町１４-５０

ＴＥＬ：０９９-２２１-６６００

※ご来場には公共交通機関をご利用ください。

■
■

，］前ｔ

木造 で こ こ ま で で き る
佐々木幸久氏（山佐木材株式会社代表取締役）

エ ネ ル ギ ー 利 用 の 現 状
近藤博氏（中越パルプ木材株式会社原燃料部長）

木 質 バ イ ． オ マ ス の 利 用 技 術 研 究 の 現 状

１．木口実氏（国立研究開発法人森林総合研究所研究ディレクター）
Ｆ■座長／吉田茂二郎氏（九州大学大学院農学研究院教授）
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主催／一般社団法人日本森林学会公益社団法人国土緑化機構「緑と水の森林ファンド」助成事業


